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土器を学ぶ －考古学入門講座開かれる－

平成11年度考古学入門講座　「土器の編年」

今回で４回目を迎えた考古学講座のテーマは「土器の編年」です。考古学は採集・発掘された資料から歴史を

復元する学問です。時代・年代ごとに歴史を実証していくわけですから、その中で一番重要となるのが遺跡（遺

構・遺物）の年代を見極める作業です。遺跡の年代がわからなければ歴史にはならないからです。年代を決める

のに、なぜ土器が使われるかの理由は、各時代に普遍的に出土し、しかも遺物の中で一番量が多く、形や文様の

変化が富んでいるので、時間を計る「モノサシ」として適しているためです。土器の年代がわからなければ、土

器が出土した住居址の年代がわからないことになります。

考古学の最初の入口が土器と言えるでしょう。土器の大まかな年代（縄文時代・弥生時代・古墳時代・奈良時

代等）がわかると、時代ごとの生活様式の違いがわかってきます。さらに、細かい土器の年代がわかると、集落

の構造や「もの」の交流がわかってきます。今年は神奈川県の土器の編年に詳しい下記の先生を迎え、受講生に

も大変わかりやすい編年の枠組みの話をしていただきました。この機会に、多くの土器を見て、自分なりの編年

を組み立てて、歴史を再現するのも、歴史を学ぶ上での近道かと思います。

10月16日(土） 「縄文時代の土器編年」長岡文規氏（神奈川県教育庁）

10月30日(土） 「弥生時代の土器編年」伊丹　徹氏（神奈川県教育庁）

11月13日(土） 「古墳時代の土器編年」長谷川　厚氏（（財）かながわ考古学財団）

11月27日(土） 「奈良・平安時代の土器編年」河野喜映氏（神奈川県教育庁）








